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ピーターパンふくおか 

『出張床屋さん』 

保護者から｢うちの子、なかなか床屋に行けな

いの…｣というお話をきっかけに、ヒーターパン

ふくおかで床屋さん体験をしました。 

希望者がスタッフと練習を重ね、いざ本番！ 

『訪問理美容あおぞら』さんのご協力で、ドキドキ

しながらも、みんな素敵にカットができました!! 
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さて、グループゆうの 2018 年度の事業報告では各事業で多くの成果が見られましたが、法人収支は赤

字でした。格差是正の為の最低賃金の引上げは歓迎ですが、福祉の各事業の報酬単価が引き下げられたこと

が大きな要因です。またグループゆうは設立以来、採算を二の次にした人手の加配や赤字覚悟の補助事業の

受諾を続けてきましたが、それももう一つの要因になっていることを直視せざるを得ないと思います。 

中期計画での法人の目標である、次世代への発展的事業継承に向けて、法人及び法人外の専門家の視点を

取り入れて、公益に資するための持続可能な法人事業の運営を真剣に考える時期が来たと考えています。 

今期の喫緊の対策は、管理者のボランティア移行と職員の定期昇給を据え置いて収支バランスの立て直

しに努めます。また以下の強化目標を定め、新しい年度をスタートします。 

なお、多くの皆さまに賛助会員やサポーターになっていただき、認定ＮＰＯの更新条件（5 年間で 500

名以上の支援者）を達成することができました。深く感謝申し上げます。今後も、グループゆうの事業に対

する厳しい見守りをお願いすると共に、継続してご支援ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

5 月 25日(土)、第 19 回の定例

総会が仙台市泉総合体育館の 2 階

会議室で行われ、審議事項が全て承

認されました。 

総会後は定例の職員全体研修で、

「社会的課題についてのグループ

ワーク」と「ジョブカード」につい

て学びました。 

 

総会の様子 
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ְ̃⁸ ֻ̱  ̝ Ὑ 

グループゆうは、常に市民の立場に立って社会的課題をキャッチし、その解決に向けて努める事をミッ

ションに置く法人ですが、事業数の増加・拠点の分散・職員人数の増加等により、価値観の多様化が顕著

になり新たな課題に対しても「どうすれば解決に向かうことが出来るか」を考えるのではなく「出来ない

理由」を探す空気が生まれています。 

これは、NPO の存在意義が問われる大きな問題です。そこで今回の職員全体研修では各事業の周りにあ

る社会的課題をテーマに、グループに分かれて課題の共有と将来への展望を話し合う機会を作りました。 

グループ討議には、他法人からの参加もいただいて、それぞれが関心のあるテーマを選び各テーマの「現

状把握」「要因」「目標」「対策」「効果予測」「標準化への工程」等を話し合いました。今後も職員会

議等で進捗状況を報告し合い、NPO の社会的課題の把握と解決の手立てを学び合っていきます。 

ᴣЋ̱ ʹ̝ 13:30 17:00  
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講師：東北広域ジョブ・カードセンター 制度普及推進員  

水間 博美氏／菊池 綾子氏／今野 奈津子氏 

ʹ ̝ Ḹ  ף
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 自身の職歴や経験・資格・研修の履歴をきちんと記録している職

員は少ない様です。その記録から始まって、自分自身を振り返った

り、今後スキルアップして資格取得を目指す等の機会にもなる「ジ

ョブ・カード」について、外部講師を招いて研修を行いました。今

後も機会を設けて、各自の「ジョブ・カード」を作成していきたい

と思います。 

ʹ   ̝ ᾍ  

ʹ ʹ ̸ Ồ!  

研修会の様子 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊体を使ったエクササイズ（火曜日） 

毎週火曜日の午後に、市民センターの研修室

を借りて、20 人前後で様々なプログラムを行

っています。「数字」「文字」「絵」などを覚え、

チームで再現する“ワーキングメモリー”を使

ったプログラムや、「仕草模倣」「動作模倣」な

どの「視点」を移動させるプログラムなど、ア

セスメントを兼ねて行います。視覚認知の得意

な方は、右手に目印となるボールなどを持つ

と、その強さが発揮されて、左右反転の動作認

知がスムーズに行えたりと、モニタリングを兼

ねることができる場面もあります。 
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 相手との力加減やタイミングを合わせる「相互社会性の獲得」をねらうプログラムも行い

ます。手をつないで風船をトスしたり、新聞紙棒を相手にパスしたりといったプログラムで

す。きちんとねらいを伝え、その都度シェアリングを行っていくと、掛け声を出したり、リ

ズムを取ったりと、楽しい工夫、独特なアイデアが出てきて、相手のスピードや加減にも合

わせられます。（ですから、同じプログラムで課題を進ませながら、3 ヶ月は取り組みます。

毎回プログラムを変えません。同じプログラムという見通しが持てると、変化、成長、意欲

が強く表れます） 

新聞紙棒では、ペアから 3 組、遂には全体へと、プログラムを進化出来ました。みんな

で、輪になって、新聞紙棒を両手の人差し指にそっと乗せて立ち上がることもできました。 

                                    

右と左に気を配って…みんなで心を合わせて…せーの！ 

事業 TOPICS/歩゜歩゜『グループワークの紹介』 

 

自閉スペクトラム症の特性を持つ成人の方(18～40 歳代)の

自立に向けた支援を行っています 

 ( )  ĢĢ ǞǦ ₡ ș

ǞƲ ρרǵׄʣǲׄǘǦ ș Ǎ 

 ᾦҥ  ĢĢ ̝ ș ǞƲᾦҥǲׄ 

ǘǦ ș Ǎ 

就 労 

 

 ᾦҥѼ  ĢĢ ⁫֞ὦǞƲ ̝֓қǵ Ǔ  

ǭȒȏǍƲȷɄɁɕȠɁɕǵ  

 ᾦҥ♥  ĢὄὑǞǭᾦҥǓ ǮǔƲ șὄ

ὑǜǢǭƲ̵ ǵ ǞȆșϹὕǜǢȒ  

＝グループワークとは＝ 

 歩 歩゚ の゚グループワークは、「認知」「関係性」

の「発達」を支え、「達成感」を感じ、その人ら

しく過ごしていく、生きるエネルギーの源を作

っていくことを目的として行っています。 

グループワークを通して、楽しく、自分らし

さを発揮して、自分の事、周りの事に気づいて

行くことを大切にしています。 

                       

協力して…落とさないように… 

 ᾦҥ BḌ ĢĢ ̝ ș ǞƲᾦ 

ҥǵ ș Ǎ 
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＊コミュニケーションプログラム（木曜日） 

 感じ方（認知）をある程度言語化できる利用者の方数名で、

コミュニケーションプログラムも行っています。 

今年度は、「水夫と若い女の物語」を題材に、登場人物の思

い、考え、葛藤などを想像し話し合いました。他者の考えを

受容し、否定しないことは言うまでもないことですが、互い

に質問し合い、相手の思いを深めること、そして自分の認知

の「癖」に気づくことがねらいです。更に、自分の感性を、

素直に表出し、互いに認め合うために、テーマに沿った詩作

りも行いました。相手に通じるような表現も、みんなで考え

ました。更に、感性だけでなく、登場人 

物に仮託した小説作りも行っています。 
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＝ ま と め ＝ 

自閉スペクトラム症の世界はとても豊かで、個性的です。

その感じ方、捉え方、考えや表し方などを他者もしくは社

会に「橋渡し」することが大切だと思っています。また、

彼らの世界を理解すればするほど、自分の在り様、成り立

ちが見えてきて、ピュアな姿に心が洗われていく私がいま

す。そして、彼らが、彼ららしく、穏やかに過ごし、働き、

楽しむ社会を、多様性のひとつとして作り出し、共同社会

の文化を、より広げて行けたらと願って日々取り組んでい

ます。    文責：ほっとスペース歩 歩゚  ゚ 佐藤 裕信 

 

 

 

 

 

 自閉スペクトラム症は「心が読めない」

と一方的に語られますが、彼ら独特の視

点・観点を共有すると、驚くほど「ひと」

のことを感じ、考えていることが分かり

ます。互いに理解し合える世界が持てる

と、「自分に」「相手に」安心できます。そ

して、自己受容が進むと、心のエネルギー

も満ちてきます。 

右の詩をご堪能ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

慎重に…慎重に… 

あっ?!倒れそう   

事業 TOPICS/歩゜歩゜『グループワークの紹介』 

漢字はスマホで調べればＯＫ！ 

 
 歩歩゚の゚ご家族からこんな声が届きました。

「家族から独立して一人で暮らすイメージが

持てないようでどうしたらいいか…」と。そこ

で、グループワークを通して“一人暮らし”に

ついて意見交換する場を開きます。第１回目は

以下の通りです。関心のある方はお問い合わせ

ください。 
 

 

2019 9 7  

  10 12  

  3 15 15  

070－1219－4309 ( ) 

 

 

 

 

 

 

                                    

               

＝“暮らしのイメージ作り”を 

         グループワークで＝ 
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〒235-0033 横浜市磯子区杉田 5-32-20 

 

研修報告 

 ό ：2019年 2月 8日(金) 10:00～12:00 

    ₉：通園課 園長 荻原実奈子氏 

       地域支援課 福祉相談室ソーシャルワーカー 男澤史氏 

ʹКὦ：10:00～10:50 横浜市南部地域療育センターの集団療育について 

     10:50～11:30 療育センターのサービスのしくみ 

     11:30～12:00 施設見学 

֓ қ ：児童発達支援センター：菅野淑江、酒井真莉子、田部愛貴 

児童発達支援事業所：佐藤愛  計画相談事業所：佐藤こず枝 

浜市はリハセンターという中核センターを軸に、各エリ

アごとに 8か所の地域療育センターが存在し、福祉サービス

の機能を持ちながら医療機関としての役割を持っており、各

事業所に Dr.・OT・PT・ST・SWといった専門の支援者がリア

ルタイムで関われる仕組み、ベクトルを合わせられる仕組み

があることは質の向上を図る上で有意義であると思った。 

援対象は乳幼児から小学校 6 年生

までの児童で、居住区と異なる療育施

設でも保護者の意思決定が尊重され

るエリアフリーの仕組みがあった。 

談から療育に繋がるまでの過程が同じセンタ

ー内で実施され、一貫した支援が行われており、

保護者の安心や支援者の連携に繋がっていた。 

【保護者から、TELや区役所と通してのインテイク：

面談→医師の診断→各科の評価（OT・PT・ST・CP）

→処遇検討会議→再診療→処遇開始】 

設見学で、徹底して子どもの特性に応じて構造化された支援を見

学した。また、集団であっても更に小グループに分けて、それぞれ違

う活動や遊びが展開されていた。子ども 3 人に職員 1 名の最小の体制

で最大の効果を出そうとしている様子が伺え、感化された。 

ό ἶ ʹ ἶ ˗（参加者 5名の感想より） 

₳成 27 年から保育所や幼稚

園等との並行通園も開始され、

常に子どもの現状や保護者ニ

ーズに応じて新規メニューが

立ち上げられていた。決して多

いとは言えない人員配置の中

で、児童・家族の人権や価値観

を尊重する柔軟な対応が実践

されている背景には利用者本

位の姿勢があり、横浜ならでは

の先導的文化を感じた。 

療の待機待ちの対策として始まっ

たソーシャルワーカーの個別相談機能

が、有機的に学校支援までを継続し、発

達過程における関係機関をつなぐ効果

をもたらすことが支援の大きな柱とな

っていることは興味深かった。また保

護者の障害の受容過程で一番不安が大

きい時期に寄り添い、かつ共に子供の

将来を考えていくパートナーとして機

能していることは、途切れのない支援

形態としても理想的であると思った。 

᷂域支援をしているソーシャルワー

カーは、保護者の生活背景や療育環境

に配慮した相談支援を展開し、地域の

保育所や幼稚園での訪問支援の他、職

員研修に積極的に出向き、センターの

外の子ども達が育つホームグラウン

ドの理解・啓発に力を発揮していた。

また、それぞれの職種が有機的に重な

り、補完し合って子どもの療育を支え

る体制があり、健診現場や教育現場等

の行政との協力体制も強いと感じた。 

 支援の仕組みについて 

 

支援の視点について 

※ Dr.…医師 OT…作業療法士 PT…理学療法士 ST…言語聴覚士 SW…ソーシャルワーカー CP…臨床心理士 
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◎横浜市は、職種ごとの役割や部署ごとの業

務が明確で、それぞれの責務を忠実に担っ

ていた。仙台市においても待機のない利用

者本位の療育の推進に向けて、子ども支援

に係る機関の業務や役割分担の明確化やセ

ンターへの専門職人材の配置を働き掛けて

いきたい。 

◎ソーシャルワーカー業務において、計画相

談業務の他に個々に求められる相談業務を

行っていて、今後、広い視野で相談業務の在

り方を考えて行く必要があると思った。 

◎サンホームと同じ悩みを抱えつつも、集団

においても極力一人ひとりの子どもの特性

を理解した個別療育を軸にして進められて

いる療育を見て、サンホームでも今ある環

境の中で更に工夫を凝らし、安心できる環

境（個別療育の形態や動線の工夫）を整備し

ていきたいと思った。 

◎それぞれの専門性を活かして、業務がきち

んと分化される働き方への見直しが必要だ

と感じた。 

◎他機関との連携の必要性を再認識し、今後

も強化したい。 

⁸ӳ ᷂Ḣ  
ᶫ ₳ 30 ₴↓  

 

研修報告 
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ͪ護者への多くの学習会の提供は、親が学びな

がら将来像をイメージ化していく手掛かりにな

っているようだ。一方で個々の事情を有する保護

者には子育ての無理強いをせずに、価値観や事情

に応じて細やかな支援体制を整備しており、福祉

行政の責任と使命感を感じた。 

℗稚園通園を経験した後に、保護者が子どもへ

の療育の必要性を感じて週5回の通園を希望する

ケースも出ているとのことだった。また保護者が

平行して指定児童発達支援事業所を選ぶことに

も全く抵抗感を持っておらず、むしろ保護者の思

いをねぎらいサポートしている姿勢に学ぶべき

ものが大きかった。また他機関との連携を密に行

っていた。 

とつのセンターに専門職

（OT・PT・ST・SW 等）がい

る為、職員は多職種との連携で

より適切な支援に繋がる安心

感や、業務分担で負担感の軽減

が図れると感じた。 

保護者支援について 

職員体制について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2019年 4月から配食サービス事業の縮小をすることとなり、今まで関わっていただいた方々にその経緯

をお話しする報告会を開きました。当日は、ご案内を送付した１１０名中２５名の方々がご参加下さいま

した。年齢はなんと３歳から９２歳まで！報告の後、参加者からの一言メッセージや歌あり踊りありの時

が流れ、２時間はあっという間でした。別れの挨拶は「また会おうね！」。 

Ḹ̝ף Кὦ                                  配食サービス管理者：丸 登志子 

1995 年７月、「安全安心で栄養のバランスのとれた手作りの家庭食の配達

と介護の社会化」を目指して配食サービスがスタートしました。その後、家事

労働の社会化も視野に有償ボランティアと有給スタッフ体制で多い年は週７日

年間６万食の配食を実施しました。 

３・１１の震災の時、配食担当者は危険を顧みず配食を続けて安否確認を行い、また調理担当者

は配水や電気が無い中で玄米のおにぎりと漬物だけでもと弁当を作り続けました。利用者からは安

堵の笑顔と労いの言葉をいただき、配食サービスの果たす役割の大切さを実感しました。 

しかし年月の経過とともに材料費等が高騰し、委託費や利用者負担が据え置きの事業経営は赤字

になってしまいました。悩んだ末に今年４月仙台市の委託事業を取りやめ、調理場をキッチンぽぽ

と統合し、全員が発足当時と同じボランティアに移行して再出発をいたしました。これからも、安

心安全の食材の質は変えることなく、包括支援センターとの連携で地域の必要な人への配食は継続

しつつ、「地域食堂」を拠点に軽食喫茶やワンデイシェフ業支援企画、子ども食堂、地域の病院への

移動販売等の食支援を継続します。 

ボランティアで得意を活かしたい方のご参加をお待ちしています！ 

 

～配食サービス ボランティア・スタッフの集い～ 

・退職を機に何か地域のためにしたいと考え参加した。麻雀できますよ。(やった！) 

・友人を通して参加した。大量調理にびっくりしたが、今は大勢の来客も何のその。 

・少し収入になって、人の役に立つﾎﾞﾗﾝﾃｨｱがしたかった。「ありがとう」は嬉しい言葉。 

・「今何してる」「何もしてない」の一言が足抜けのできない世界にかかわる発端に！ 

・とにかく皆が元気な空間だったね。 

・結婚して子どもを育てる中で、食事ｻｰﾋﾞｽやﾋﾟｰﾀｰﾊﾟﾝでの仕事がじっくり役立っています。 

・続けているってすごいよ。わたしも再チャレンジしてみようかな！ 

集合写真 

60～80歳の時に配達ボ

ランティア、その後グル

ープゆうの監事として参

画いただいている小山さ

んに、趣味の舞踊をご披

露いただきました。 

懐
か
し
い
写
真
が
い
っ
ぱ
い
！ 

｢

こ
れ
…
だ
れ
？｣ 

事業 TOPICS/配食サービス 
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1995 年 
＝ミサワホーム社員寮＝ 

配食サービス立ち

上げ 

1997 年   
＝南中山 2-2-3＝ 

100 食調理できる

厨房に移転 

 
 
 
 
 
 
2000 年 
NPO 法人取得 

 
 

 

 

 

ピーターパン･ほっと･

ワークスペース歩 歩゚ の゚

立ち上げサポート 

 

 

 

 

 

2018 年  
＝南中山 3-15-15＝ 

調理場をキッチン

歩 歩゚ と゚統合 

 
 

 

当初メンバー         弁当             お便り        アンケート集計作業 

子どもボランティア    資金集め：バザー      資金集め：バザー       資金集め：ケータリング 

新厨房 床みがき      調理           配達            ネットワーク活動   

NPO 法人設立       ボランティアバスツアー企画   サロン開始        NPO コンペ参加 

      

ピーターパン立ち上げフォーラム  手作りパーティー   ピーターパンとの合同バス旅行    ワークスペース歩 歩゚ と゚の協
働 

                                   

   キッチン歩 歩゚ 外゚観        キッチン歩 歩゚ 厨゚房        食育講座                      

配食サービスがつなげた人々・広げた世界！ 

事業 TOPICS/配食サービス 
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曜日:月～金 昼食 

配達地域:南中山・ 

北中山・長命ヶ丘 

お好みで

お作り 

します 

 

˿ї  ᵟ  

・弁当 

・惣菜 

・コーヒー  

・スイーツ 

ἧ ḫ 

・カレーの日 

・将棋教室 

・学習支援 

・料理教室 

 
・蕎麦の日 

・フレンチ 

・ワッフルカフェ 

・パスタランチ 

・ベーグル 

・豆腐  

(すまいる作業所) 

 

・クッキー・野菜 

(ワークスペース歩 歩゚ )゚ 

 

̸ ᵀᴜ Ṹ 

2019『食のサポートメニュー』   by キッチン歩 歩゚  ゚

 



 

 

 

 

 

 

   

＝多機能型＝ 

“児童発達支援事業”の  
開始から一年！ 

9 月 21 日(土) 

11:00～14:30 
場所：ピーターパン長命ヶ丘 

屋内でバザーと休憩・ 

屋外でフリマを開催予定 

バザー品･出展者募集中 
（※詳細はスタッフまで） 

022-772-0072(菅野･ありじ) 
 

利用者の保護者からの声 

ひとつの遊びをじっくり遊ぶのが苦手だった娘が、興味を持

ちやすい課題を用意してくれたり、丁寧なやり取りと構造化さ

れた空間で取り組む事で、やれることが格段に増えました。い

つも通うのを楽しみにしています。   （Ｍさんのご家族） 

利用者の保護者からの声 

優しく信頼のできる先生方のお陰で、

毎回楽しく通えています。できることが

たくさん増えました。感謝しかありませ

ん。ありがとうございました。 

（Sさんのご家族） 

事業 TOPICS/ピーターパン長命ヶ丘 

未就学児の早期療育を目指して、2018 年 7 月に放課後等デイサービスのみを行っていた長命ヶ丘ピーター

パンに“児童発達支援事業”が開所して 1年が経とうとしています。 

ピーターパンの未就学児事業は、まず アセスメント⇒ 個別療育プログラム作成⇒小さな出来た！の積み

重ねと進みます。指導者との 1 対 1 のアセスメントツールを使った遊びや家族からの日常生活の様子からア

セスメントし、特性を把握します。そして得意なことを活かす療育プログラムを用意し、成功体験を積み重ね

ていきます。丁寧な積み重ねがやがて、緩やかに小集団への参加にも繋がっていきます。療育環境は一人ひと

りにその場が理解しやすい空間を工夫しています。         また、障害児計画相談事業所はじめ、 

子ども支援に係わる各種サービス機関と

連携して、自立支援に必要な福祉サービ

ス利用の情報提供やケア会議の開催につ

なげていきます。 

 

ᴁ ʭ ᾦἶЃ( ᶽ)

ᾛἶ ʴ ( ) ֞Њ

ᵂ ֻ ἶ ֞  

ᵂֻ ϼ 022 772 - 0072  

一
対
一
で
課
題
を

や
る
ス
ペ
ー
ス 

一
人
で
じ
っ
く
り 

遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス 

2019.7.1 現在の未就学児療育時の部屋の構造 

“放課後等デイサービス”“児童発達支援” 
 (小･中･高生対象)    (未就学児対象) 
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 自由記述欄  

 
 
【１問目】 

 ○に同じ言葉を入れてできる言葉は何でしょう？ 

 ̓ϝ̓ϭ̓ϟΞΤϭ̓ 

 ̓ϭ̓ϭἐ 

【２問目】 
「ある」に共通することは何でしょう？ 

   (Κϥ)       ˢσΰˣ 

   Ў˔Э       Ͻи˔Ф 

   к˔Ф       Ўϴ˔р 

   жϱІ        І˔Ф 

   ϼ˔и        ШАЕ 

   Ќϱи       УкАϼ 
 
みなさん分かりましたでしょうか(?_?) 

答えは次のページ下部にあります。 

 

   

  

  

 

   

職員が職員にバトンを渡し質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介するコー

ナーです。第三走者「山家由布子さん」から第四走者「阿部和樹さん」へバトンが渡されました。 

 

 

第四走者 阿部和樹さんから、居宅介護の澤里森子さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 

 

ᶤ  ᴇ  

●所属：  

●勤続年数： 8年 

●出身地：山形県酒田市 
 

 阿部さん教えて！ ※山家由布子さんからの質問です 

●趣味・好きなこと：YouTube鑑賞 

●休日の過ごし方：フットサル、カラオケ 

●人には絶対負けない事：コーラの一気飲み 

●好きな言葉：継続は力なり！ 

●好きな食べ物：シャキシャキしている玉ねぎ 

●嫌いな食べ物：シュークリーム 

˹₴ 4 7  

̜ 3 ˲ ᴣ ⱥₒ  

׀ ⱥ  

娘と覚えた歌や 
体操をサンホーム
の子ども達と楽し

んでいます！ 
成瀬 仕事に育児に 

家事に毎日フル回
転です。夜グッス
リ子供と寝てます

（笑） 
森園 

嫁･母･職員 
として四苦八苦
しながら楽しく
過ごしています

♪ 
大田 

グループゆうは子育てサポートの充実を

目指して目標を作りました。 

【期間】2017～2022年 

【達成を目指す内容】 

(１) 産休・育休の取得…80％ 

(２) 有給休暇の取得……80％ 

(３) ノー残業デイ……週 1回 

現在、(２)と(３)については未達成です… 

各自が意識して頑張りましょう!! 

ピーターパンふくおか 

保護者親睦会開催報告 

  ὑ  

ἧ Ҳ  

クイズ 

【日時】2019年 7 月 13 日(土)11:00～14:00 

【場所】福岡文化センター 
 

保護者 13 名、利用者･兄弟 11 名の方々にご

参加いただき、とても賑やかな楽しい会となりま

した。保護者の方々はグループに分かれて昼食を

とりながら情報交換などをしていただき、最後に

利用者さんが日頃ふくＰで行っている集団活動

の様子を見学いただきました。今後も継続的に開

催します。お楽しみに♪    責任者:浅野弘絵 

 
集団活動 

順番に手形を押して 
作品作り 

 保護者情報交換の様子 

初対面のお母さん方も多かった
ですが、とても楽しくお話させて
いただきました。先輩お母さんか
ら教えていただく情報が有難か
ったです。また参加したいです♪ 
(中学 3 年生の保護者) 

事業 TOPICS/スタッフリレー 
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約３年ぶりに 
サンホームに戻り
ました。久しぶり
の外の世界とのつ
ながりがうれしい

です。  
砂金 

 

※｢くるみん認定｣とは…“子育てサポートを充実している事業所”

として厚生労働大臣の認定を受けること 
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グループゆうの活動への賛助及びご寄付 30 12 R1 6  

Ὣ̂ Ѱ↓ ̓  

インフォメーション 

発行：認定 NPO法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-2-3 

TEL/FAX：022-376-7679 

毎年この時期の悩みの種が娘の

夏休みの宿題。娘に嫌がられなが

らもついつい口と手が出てしま

いプチケンカ。それでもその時間

が母の楽しみなので許してね。 

≪賛助会員≫（※敬称は略させていただきます） 

認定 NPO法人アフタースクールぱるけ(H30･R1)／白木悦子／藤原英生／中野広光／鈴木真紀／齋藤衣子／門馬丈雄／ 

愛子観光バス(株)／認定 NPO法人あかねグループ／野村知子／波多野卓司／波多野ゆか／橋本広美／柏 貴之／吉田洋子／ 

門馬 崇／近藤 満／菅原美幸／後藤健氏／高橋永市／佐々木永子／曽根敏朗／今野ひろ子／高見皓太郎／高見久美子／ 

高橋信雄／佐藤久道／尾形潤子／原田乳腺クリニック／阿部美紀／阿部英司／佐藤茂士／田部清照／佐藤直人／桂造園(株)／ 

江口裕明／猿橋正行／齋藤きよ／佐藤勝哉／匿名５名                          (以上 45名) 

≪寄付者≫（※敬称は略させていただきます） 

中野晃平／野田知子／加藤信子／小野松聡子／長谷三佐子／安藤綾子／谷 春慧／菊池律子／山内美春／有路時義／ 

医療法人社団 清山会／松浦由紀子／八巻久美子／菅原敏幸／阿部直枝／小玉順子／遊佐重夫／島﨑カヅコ／皆川明美／ 

星 智美／吉原雄介／堀越康子／今木るみ／嶺岸小百合／中村勉／佐藤奈保子／大場龍子／石井綾子／石山 力／海谷貞子／ 

小木美恵子／石山 三郎／有路通子／山川絹子／松浦慶子／清水福子／渡邊千代子／佐藤千恵子／小林廉太郎／小柳ゆり／ 

斎藤建雄／菊地智重／郷田厚子／尾形由美子／丸 友樹／関 陽子／船田路子／丸 有香／近藤芙美子／大宮牧子／菅原菜美／

小島東子／三浦美佐子／原田章子／小野寺則男／大澤美由紀／三浦恵美／中村菜穂子／小池喜代／腰原千代子／降旗幸子／ 

春原啓子／窪田正子／若菜康子／島崎幸代／合津千香／泉田光貴／松居ひさ子／引地瑠美子／野口直樹／関場千里／生出幸子／

広瀬喜美子／佐藤公美／田口敦子／梅津幸枝／高橋裕美／高橋ノイ／西塚一子／村形信子／佐久間舞子／大風光子／柴田民子／

庄子友和／阿部正己／片桐久仁郎／片桐文子／原 美香／江口健一郎／江口伊智子／川村靖子／平元俊江／小島則子／岸 孝子

／佐藤奈津子／長岩須美子／理事より／谷津尚美／匿名 19名                       (以上 117名) 

 

₴ ֻ 51 8 ׀ Ὣ̂  

ӲҘ  

グループゆうは 2014 年に多くの皆様のご支援をもって認定 NPO 法人に

認められました。認定ＮＰＯ法人は 5 年ごとに更新して審査され認められる

もので、継続の条件は年間 3000円以上の寄付でグループゆうをサポートし

てくださる市民が 5 年間に 500 名以上いることです。 

2019 年は更新時期にあたり、おかげさまで 3 月末までに目標を達成する

ことができました。今後も質の高いサービスを続けることを目指してまいり

ますので、どうぞ引き続きご支援くださいますようお願いいたします。 

 

A 前ページ『スタッフリレー』のクイズの答え【１問目】①し ②み 【２問目】(ある)の頭文字に「ス」を付け加えると別の言葉になる 
 

銀行：ゆうちょ銀行  名義：グループゆう 

記号：０２２７０-３ 番号：４２４２１ 
ゆうち銀行 

から振込み 

 賛助会員会費とサポーター寄付の振込み方法  

挟み込みの振込み用紙にてお振込みください。郵便局の窓口・ATM どちらからでも可能です。もしくは、下記の振込先へ、お振込みください。 

■賛助会員会費：個人…一口 3000円／団体・法人…一口10,000円  ■サポーター寄付：一口 3000円 

銀行：ゆうちょ銀行 名義：グループゆう 

店名：二二九 店  店番：２２９ 

預金種目：当座預金 口座番号：００４２４２１     

 

他の金融機関

から振込み 

●寄付金控除に必要な領収書を送付いたしますので、お手数ですがお電話にてご連絡先をお知らせください● 

₴↓ Ὣ̂  

12 

このところイノシシ・子熊の里山出没情

報に右往左往。近隣の宅地造成で山が丸

裸になった為かなと。SDGｓは身近な

り。「小ぐま山に帰れたかなー」と気づ

かう声が事務所で聞こえて‥ほっ！ 

 


